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研究成果の概要（和文）：実際の食事状況や身体組成の測定なども含めた食生活を中心とする質問紙調査を日本および
社会文化的背景の類似した韓国，異なるオーストリア，ナイジェリアの大学生および国内の中学生，高校生を対象に行
った．
　調査対象者の食生活状況，食意識の異文化による違い，食生活と食意識や精神的健康度，レジリエンスなどの心理特
性との関連などを明らかにした．また，106名の平日5日間の写真撮影された食事内容のテキスト分析から若年世代に食
されている食材，料理を明らかにした．

研究成果の概要（英文）：Questionnaire survey focusing on eating behaviors and eating habits including actu
al meal contents and measurements of the body composition were conducted for the university students livin
g in Japan, Korea (having similar sociocultural backgrounds), Austria and Nigeria (having different socioc
ultural backgrounds), and Japanese junior and high school students.
  Eating behaviors and eating habits, cultural differences of eating attitudes, relationships among eating
 behaviors, eating habits, eating attitudes, mental health, and resilience of subjects were turned out. Fo
ods and dishes eaten frequently in young generation were revealed by the text analyzing of 5 day's meal ph
otographs in 106 students. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は，「食生活を中心とする生活
習慣と精神的健康度の関係」（1999 年～）を
軸に，大学生を主対象とし，社会文化的背景
の類似した，あるいは異なる韓国，オースト
リアの学生も調査対象者に加え，性差，比較
文化的な差を含め，多面的な側面から若年世
代の食行動に関する調査分析を行ってきて
いる．そして，調査協力者の自己評価に基づ
いた質問紙調査による回答のデータ分析か
ら，以下のような結果を得ている．（1）社会
文化的背景に関わりなく，女子学生の方が男
子学生よりも食生活に対する意識・態度（食
意識），興味・関心は高い．（2）社会文化的
背景に関わりなく，健全な食意識が高いほど
精神的健康度も高い傾向にある．（3）野菜･
果物類の摂取頻度低群の精神的健康度は低
い傾向にある．（4）精神的健康度，食意識と
もに自己評価はオーストリアの学生が，日本，
韓国の学生よりも高い．（5）日本の学生の方
が欠食率，摂取食品の多様性などから客観的
に判断して健全な生活を営んでいると考え
られたが，その自己評価は低い． 
 大学生の食生活調査は枚挙にいとまがな
いほど行われており，問題点，課題も多く指
摘されている．しかしながら，異文化間比較
を行ってみたところ，日本の学生は韓国，オ
ーストリアの学生よりも健全な食生活を営
んでいると考えられた．加えて，日本，韓国
の方が欧米諸国に比較し，肥満割合は極めて
低い状況にある．一方で，健全な食生活に対
する自己評価並びに精神的健康度はオース
トリアの学生が高い傾向にあった．しかしな
がら，いずれの結果も質問紙調査のみから得
られたものであり，BMI などの身体状況を含
め，実際の食生活（何をどの程度食べている
のか）との比較は行っていない． 
一方，個人の食事内容をカメラ付き携帯電

話等で撮影し，インターネット経由でその内
容をほぼリアルタイムで分析し，栄養指導に
役立てる試みがなされ始めた．そして，何を
どの程度食べているのかが，視覚的に判断で
きるようになるとともに保存も容易となっ
たが，そのデータを栄養指導以外に活用する
試みはなされていない．そこで，実際の食事
内容を写真撮影することにより分析し，食生
活の自己評価と実際のズレを明らかにし，今
後の食生活支援に活かすことができるので
はないかと考えるに至った．加えて近年，大
量の構造化されていないテキスト情報につ
いて，内容を整理，分類し，特徴的な傾向や
ルールを分析する手法であるテキストマイ
ニングが新たな研究方法として注目されて
おり，この手法を食事分析の際に使用できな
いかと考えた． 
 
２．研究の目的 
 以上の研究背景により，（1）国内外の大学
生を中心とした食事内容･食行動の特徴を，
写真撮影された食事内容による食物摂取状

況を含めて分析し，自己評価に基づいた食生
活習慣，健康度，食意識，身体状況などの相
互関連を再解析し，これまでの研究成果との
一致度を比較するとともに写真撮影された
食事内容による食物摂取状況と食生活との
関連を解析する，（2）写真撮影による食事分
析データ並びに回答データの一部にテキス
トマイニングを利用し，性別，世代別，異文
化別などで料理や食品摂取の頻出頻度を比
較し，類似性，相違性を明らかにし，食文化
の方向性を探る，ことを目的に調査研究を行
うこととした． 
 
３．研究の方法 
（1）大学生の食生活状況の再解析と食事内
容のテキストマイニング 
2008 年 10 月～12 月に実施した 20 歳以上

の調査同意承諾者，日本国内の 3 大学，1 高
等専門学校 106 名の食生活に関する調査票
（生活習慣，食生活習慣，食意識，食物摂取
頻度，精神的健康度（UPI: University 
Personality Inventory）など），平日 5日間
の写真撮影による食事内容の分析結果，身体
的測定状況（身長，体重，体脂肪率，骨密度）
のデータを使用し，食事内容と身体的状況，
自己評価による食生活状況との関連を相関
分析により解析するとともに食事内容を性，
調査校，通学形態別にテキストマイニングに
より分析した． 
（2）異文化間比較，発達段階比較を含めた
食生活を中心とする調査 
2011 年～2013 年にかけて，国内（1大学），

社会文化的背景の類似している韓国（2大学），
異なるナイジェリア（1大学），オーストリア
（2 大学）の大学生を対象に質問紙調査（生
活習慣，食生活習慣，食意識，食物摂取頻度，
食に関する知識，精神的健康度（UPI）など）
並びに身体計測（体重，身長，体組成など）
を行った．国内調査同県内の中学，高等学校
各1校の全校生徒を対象に中学生は前回調査
に準じた内容（生活習慣，食生活習慣，食意
識，不定愁訴，レジリエンス），高校生は大
学生調査にほぼ準じた内容で質問紙調査を
行った． 
（1），（2）ともにデータの集計解析には統

計用ソフト Statistica（スタットソフトジャ
パン（株））あるいは PASW Text Analytics for 
Surveys（旧エス･ピー･エス･エス（株）,現
日本 IBM（株））を用い，因子分析，クロス集
計，相関分析，分散分析，テキストマイニン
グなどを行った．  
 
４．研究成果 
 2011 年～2012 年にかけて，同一県内の大
学生，高校生，中学生並びにオーストリア，
韓国，ナイジェリアの大学生の体組成，食事
写真撮影の依頼を含めた食生活調査を実施
したが，食事写真撮影協力者がほとんど得ら
れず，再度質問紙のみの調査をオーストリア，
韓国において 2013 年 3 月に実施した．従っ



て，体組成，食事写真，質問紙調査票の 3点
が揃ったデータが収集できず，加えて当初の
目的のひとつが食事内容のテキストマイニ
ングであったが，予想以上に食事写真が集ま
らず，今回新たに行った調査においては食事
写真からのテキストマイニングが困難とな
ってしまった．また，オーストリア学生のデ
ータ入力に時間を要し，本研究終了年度末に
漸くデータ入力がほぼ終了した状態で，2014
年度に詳細に異文化間比較を行っていく予
定である．本報告においては前回調査データ
による分析結果並びに国内の女子学生，ナイ
ジェリアの大学生，中学生の分析結果につい
て報告する． 
（1）大学生の写真撮影された食事内容分析
による食物摂取状況と身体組成，食生活を含
めた生活習慣との関連 
 大学生および高等専門学校学生106名の平
日5日間の写真撮影された食事内容を分析し
たところ，食事摂取基準と比較し，男女とも
にたんぱく質，食塩の摂取量がやや高く，エ
ネルギー，炭水化物，食物繊維，ビタミン類，
カルシウム，亜鉛の摂取量が低い傾向にあっ
た．今回の調査協力者においては，男女とも
に国民健康･栄養調査と比較し，穀類，いも
類，魚介類の摂取が少なく，男性は緑黄色野
菜，果実類の摂取が少なく，植物性食品の摂
取が少なくなっている傾向にあった．身長，
体重，BMI，骨密度が高いほど，栄養素等の
摂取量が多い，身長，体重が高いほど，肉類，
穀類の摂取が高い傾向にあった．睡眠時間が
長いほど，栄養素や食品群別摂取量が低い傾
向にあり，ストレスがあるほどカルシウム，
リン，亜鉛の摂取が低い傾向にあった．朝食
の摂取頻度が高いほど，豆類，魚介類，卵類，
乳類，果実類の摂取量が高い傾向にあった． 
 写真撮影された食事内容をテキスト分析
した結果，食品･調味料においては，人参，
タマネギ，卵，キャベツ，豚肉，料理におい
てはご飯，みそ汁，サラダ，嗜好品はケーキ･
ペストリー類，菓子パン類の出現頻度が高か
った（表 1）． 5 日間，106 名の食事内容を分
析した結果，全調査協力者が 1種以上共通し
て食したものは存在しなかった．男性は唐揚
げ，コロッケなどの肉や油を多用した料理，
女性は煮物，炒め物などの比較的あっさりと
した料理の出現頻度が高かったが，女性の方
が男性よりも糖類の嗜好品を多く食してい
た．自宅生の方が自炊生よりも出現頻度の高
い食品が多かった．調査校別に比較したとこ
ろ，地方大学の学生はどちらかと言えば，和
風料理の出現頻度，都市圏大学学生はケー
キ･ペストリー類，チョコレート類の出現頻
度が高かった． 
（2）女子学生の食意識構造と食生活状況並
びに精神的健康度との関連 
 2011 年 4 月～2012 年 9 月にかけて行った
欠損値を除く N大学女子学生 185名の調査デ
ータを分析に使用した．食意識を主因子法に
より因子分析した結果，3因子が抽出され， 

 
第 1 因子「健全な食生活」，第 2 因子「食へ
の興味」，第 3 因子「簡便性」と命名した．
各因子の因子得点を求め，食意識高群(上位
25%) 低群（下位 25％）の食生活状況および
精神的健康度を解析した．「健全な食生活」
因子においては睡眠の状況，ストレスの状況，
包丁の使用頻度，料理頻度に差が認められ，
意識高群の方が非常に熟睡できる，ストレス
が全くない，ほぼ毎日包丁を利用する頻度が
高かった．「簡便性」因子においては通学の
状況，包丁の利用頻度，間食の摂取に差が認
められ，低群に自宅外生，包丁利用頻度や料
理頻度が高く，間食においてはほとんど食べ
ない割合が高かった．食意識因子と食品群別
摂取量を比較したところ，「健全な食生活」，
「食への興味」因子高群の方が豆類，その他
の野菜，海藻類，魚介類の摂取が多かった．
「簡便性」因子低群の方が高群よりも緑黄色
野菜，種実類の摂取量が多く，菓子類の摂取
が少なかった（表 2）．食意識因子と精神的健
康度の関連を分析したところ，「健全な食生
活」，「食への興味」因子高群はいずれも低群
よりも陽性項目得点が有意に高かった．抑う
つ傾向得点に関しては「健全な食生活」，「食
への興味」因子高群低群間で反対の傾向が認
められた．「簡便性」因子高群は低群よりも
症状項目，不安傾向，強迫傾向得点，いずれ
も有意に高かった． 
 今回調査を行った国内の女子学生におい
て自己評価に基づく食意識と食生活状況に
対する評価はほぼ一致していた．「健全な食
生活」，「食への興味」因子高群低群の栄養素
等，食品群別摂取量，栄養に関する知識の正

表 1 食品･調味料，料理，嗜好品のカウント回数 



答率，精神的健康度との関係は類似した傾向
を示すものが多かった．「健全な食生活」，「食
への興味」因子高群の方が低群よりも栄養素
等，食品群別摂取量が有意に多い項目が多く，
栄養に関する知識の正答率，陽性項目得点も
高かった．「簡便性」因子低群は高群よりも
菓子類や間食の摂取が多く，自宅生の割合が
高かった． 
（3）ナイジェリアの大学生の食生活状況 
 2012 年に行った欠損値を除くナイジェリ
アの大学生 108 名（男子 52 名，女子 56 名，
有効回答率 53.5％）の調査データを分析に使
用した．BMI を求めたところ，男子の 40%，
女子の 35％が過体重（BMI 25 以上）に位置
しており，学年が上がるにつれて BMI が上昇
する傾向にあった．食意識を主因子法により
因子分析したところ 3 因子が抽出され，第 1
因子「健全な食生活」，第 2因子「感情的･個
人の食スタイル」，第 3因子「安全な食意識」
と命名した．「安全な食意識」因子得点は女
子の方が男子よりも有意に（p<0.05）高かっ
た．男女ともに「感情的･個人の食スタイル」
因子得点が高いほど間食を摂取する傾向に
あった．また，女子においては，「健全な食
生活」因子得点が高いほど，昼食を欠食する
傾向，「感情的･個人の食スタイル」因子得点
が高いほど夕食を欠食する傾向にあった．女
子においては，「安全な食意識」因子得点が
高いほど，精神的健康度の症状項目，抑うつ
傾向，身体的愁訴得点が低い傾向にあった．
男子においては，「感情的･個人の食スタイ
ル」因子得点が高いほど，症状項目，不安傾
向，強迫傾向，身体的愁訴得点が高い傾向に
あった． 
 BMI 25 以上の過体重の学生において，朝食
摂取と食意識，精神的健康度と有意な
（p<0.05）相関が認められた．朝食欠食の傾
向が高いほど，「安全な食意識」因子得点が
低い，症状項目，抑うつ傾向得点が高い傾向

にあった． 
 日本とナイジェリアの学生において，食意
識構造は異なっていたが，いずれも食意識と
食生活習慣，精神的健康度などとの関連が認
められ,健全あるいは安全な食生活を意識し
ている方が食生活習慣や精神的健康度が良
好な傾向にあった． 
（4）中学生の食生活状況とレジリエンスと
の関連 
 2012 年に行った欠損値を除く 331 名（男子
167 名，女子 164 名，有効回答率 97.4％）の
調査データを解析した．前回調査で食生活状
況とレジリエンス（逆境に耐え，試練を克服
し，感情的･認知的･社会的に健康な精神活動
を維持するために不可欠な心理特性）の高低
を性差，学年差を含めて解析したところ，レ
ジリエンス高群の方が低群よりも健全な食
生活を営んでおり，不定愁訴を訴える割合も
低い傾向にあった．同様な傾向が認められる
か今回の調査校で検討するとともに食育へ
の取り組みや地域環境の異なる前回調査校
との 2校間の食生活状況，レジリエンスを比
較した． 
 レジリエンスを主因子法により因子分析
したところ，3因子が抽出され，第 1因子「自
己肯定性」，第 2因子「関係志向性」，第 3因
子「自己志向性」と命名した．前回調査時と
因子分析方法が異なるが，前回の「自己肯定
性」，「楽観性」因子が同じ因子項目に含まれ
る構成となった．「関係志向性」因子得点は
女子の方が男子よりも高く，前回調査と一致
した．また，2年生が 3年生よりも低かった．
「自己肯定性」因子得点は 2年生が 1年生よ
りも低かった．レジリエンスと食生活との関
連を検討するためにレジリエンス各因子得
点の高群（上位 25％）低群（下位 25％）と
質問項目との関連をクロス集計により解析
したところ，レジリエンス各因子高群の方が
低群よりもポジティブな回答割合が高く，前
回調査と同傾向が確認された（表 3）．食生活
状況の学年および学校による差を比較した
ところ，今回調査中学校においては 2年生の
ネガティブ回答割合が高かった．加えて，2
年生は他学年と比較し，欠席･早退･遅刻･保
健室来訪が多いことが判明した．食意識や家
での料理頻度は継続食育活動3年目の前回調
査中学校が今回調査中学校よりも高かった．
今回調査中学校においては，学年差が顕著に
認められ，全体的に 2年生の評価が低く，質
問紙調査により学年の傾向がある程度予測
できる可能性が示唆された．今回調査中学校
の方が前回調査中学校よりも食事への意識
や関心が低く，不定愁訴の自覚割合が高かっ
た．従って，継続的な食育活動が食生活への
意識や関心に好影響を与えていたのではな
いかということが示唆され，レジリエンスを
高める支援，継続的な食育活動が中学生の健
全な生活･食生活の向上に重要と考えられた． 
 
 

表 2 食意識と食品群別摂取量との関連 a) 

高群(n=66) 低群(n=63) 高群(n=55) 低群(n=52) 高群(n=57) 低群(n=50)
平均値±ＳＤ 平均値±ＳＤ 平均値±ＳＤ 平均値±ＳＤ 平均値±ＳＤ 平均値±ＳＤ

穀類 367.2±53.6 342.6±101.1 343.0±85.3 360.5±101.4 370.0±55.0 357.6±104.1
いも類 30.6±20.3 29.7±28.8 32.5±21.8 28.5±28.0 30.6±23.3 26.7±20.5
砂糖類 5.1±3.8 5.2±5.3 5.2±3.9 4.6±4.6 4.6±3.0 5.4±4.2
豆類 54.0±39.7 35.6±29.8 高＞低 60.1±44.2 35.5±28.1 高＞低 40.1±29.7 45.2±42.2
種実類 1.2±2.6 0.9±2.0 1.8±3.4 0.9±2.1 0.8±1.6 1.8±3.7 低＞高
緑黄色野菜 78.6±39.4 65.9±43.0 77.8±73.1 69.5±62.2 59.4±38.9 77.6±38.3 低＞高
その他の野菜 133.0±63.7 95.4±73.8 高＞低 140.8±73.1 102.9±62.2 高＞低 100.4±63.1 125.8±76.1
果実類 65.4±104.0 44.0±57.4 63.2±114.3 49.5±58.0 48.7±77.6 56.1±102.0
海藻類 3.5±3.9 2.3±2.6 高＞低 4.0±4.1 2.6±2.8 高＞低 2.9±3.4 3.0±2.7
魚介類 45.5±34.1 30.2±23.9 高＞低 47.6±35.2 32.3±28.4 高＞低 41.1±32.7 36.4±28.9
肉類 90.5±53.4 90.5±46.8 98.2±56.4 90.3±44.6 94.8±47.2 83.0±47.7
卵類 38.3±22.6 35.2±18.7 40.0±19.3 33.4±22.5 36.5±17.3 37.3±22.4
乳類 157.9±131.5 137.3±101.2 148.1±118.4 123.3±117.7 144.6±121.1 145.6±127.6
油脂類 16.4±24.6 12.6±5.5 14.5±7.4 12.3±6.3 13.5±5.7 12.4±7.6
菓子類 68.4±53.0 81.0±59.6 68.4±44.8 81.4±59.9 81.6±52.0 58.4±44.5 高＞低
嗜好飲料類 21.6±32.5 46.7±61.5 低＞高 35.3±41.4 30.4±53.2 43.4±59.9 31.2±41.4
調味料類・香辛料類 32.2±26.7 28.8±23.1 35.2±27.0 32.0±26.9 26.9±21.8 36.0±27.1
a)食意識の因子分析により抽出された3因子の各因子得点の上位25％を高群、下位25％を低群とした。各食意識因子の高群・低群別に食品群別摂取量の平均値を算出し、ｔ検定を行った結果を示す。高：高群、
低：低群

“健全な食生活”因子 “食への興味”因子 “簡便性”因子
有意差 有意差 有意差食品群（ｇ）
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表 3 レジリエンス因子の高群・低群と食生活を中心

とした生活状況との関連＊1 


